「チンジャオ

　　　　ロース！」　　

　　　　　　　　　　　　　近藤勝洋

　ある日の碁会所、つぶやきが聞こえた。「チンジャオロース！」中国語ともモンゴル語とも聞こえるその言葉に、懸命に考えている人々にとっさの笑いを誘った。「死んじゃうョ」と言った意味である。

　「遠方よりカモ来る、また楽しからずや！」誰ともなくワッと笑いが起こった。

碁を打つより駄洒落の趣味があると思われる。何処の碁会所にもいるつぶやきの君。

　石を持つ手はもどかしいのであるが、口の方は至ってなめらかなのである。

　「そら来た、北出アナウンサー」一寸古いがＮＨＫに北出と言うアナウンサーがいた。要するに頭と口が一致しないのではないか。「来たぞ！イカのキンタマ？」どう見ても何を言っているか分からない。碁を打っていることは確かである。ただ頭の中で考えていることと口から出る言葉とはほとんど関係がないのである。

碁を打つ人には覚えがあると思いますが、口だけでなく頭と手が違った動きをしたことがあるはずです。そこに打とうと思っていたのに指の方が違うところに動いて「シマッタ？」と、石を置き直すのは失礼とばかりに我慢して、その碁に負けた覚えがあるはずです。

もっとも「シマッタ」と思ったのに、相手もつられてひどい手を打って勝ったこともあると思います。碁の面白さ、不思議さを表す一面です。

「特攻隊」だの「Ｂ２９」などと言う言葉を使うのは、頭も白く戦前生まれの人たちだ。

「原爆だー」、「ハルマゲドンだ」とか大声を上げる人は、すぐに石を投じる寸前の人である。その勝負の形を如実に物語る言葉である。

　まったく音声に近いものもある。「オッ！ウッ！」「バカバカ」「ヘー」などは擬音であるが、「ワォー、中手千手ダ」などとは将棋の間違いではないか。

「鵜ダ？」「鶴ダ！」巣ごもりが解らないと分からない？。

「目無しのまけ将棋？」　歩無しの間違いか。

　また格言をもじったり、その一部をちぎってつぶやく人も多い。

「はめ手か？」、「いや、定石破りダ！」聞いている方も何のことか分からない。
「ダメつめ三年、柿八年」、もはや日本語ではない。敬語も現代語も流行語もない。ただ脳の中で囲碁の手を考えている回路と言語の回路が交錯しているのに他ならない。

「ＡＢ見合いか？」「ああくりゃ、こうくる？」碁の面白さは打ってみなけりゃ解らない。

　　　　　　　　　　　　　　　　（完）

手段幽静処

用意興如何

下子声偏小

成都勢幾多
偸閑猶気味

送老不蹉口
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